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12
月
14
日
投
開
票
さ
れ
た
第
47
回
衆

議
院
議
員
選
挙
は
、
自
民
党
単
独
で
過
半

数
を
超
え
、
自
公
で
議
席
の
３
分
の
２
を
確

保
す
る
与
党
の
圧
勝
で
終
わ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
衆
院
選
は
、
最
強
軍
団
・
自
民

党
に
よ
る
宣
戦
布
告
な
し
の
奇
襲
作
戦
で 

あ
っ
た
と
は
云
え
、
「
こ
の
道
し
か
な
い
」 

と
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
」
を
居
丈
高
に 

叫
ぶ
安
倍
首
相
に
対
し
て
、
民
主
党
を
始 

め
各
野
党
は
、
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い 

る
だ
け
で
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
共
産
党 

だ
け
は
、
戦
後
史
上
最
低
の
投
票
率
に
助 

け
ら
れ
て
議
席
数
を
伸
ば
し
ま
し
た
。 

  

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
全
国
で
70
名
の
候
補
者 

を
推
薦
し
31
名
を
当
選
さ
せ
ま
し
た
。
そ 

の
内
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
推
薦
候
補
は
36
名
で
、 

18
名
の
当
選
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
推 

             

      

薦
候
補
者
を
「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
12
月
号
」

に
掲
載
す
る
こ
と
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
は
各
投
票
所
に
足

を
運
び
ま
し
た
。 

  

今
回
の
衆
院
選
で
安
倍
自
民
党
政
権
は
、

つ
い
に
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
憲
法
改
正
発

議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席
を
確
保
し
ま 

                        

         

し
た
。 

安
倍
政
権
は
こ
れ
ま
で
も
重
要
法
案

の
国
会
論
議
を
軽
視
し
た
り
、
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
」
を
閣
議
決
定
だ
け
で 

済
ま
せ
て
き
た
だ
け
に
、
今
後
も
膨
大
な

軍
事
費
と
公
共
事
業
費
で
軍
需
産
業･

大

企
業
を
潤
わ
せ
る
一
方
、
社
会
保
障
費
の

切
り
下
げ
や
、
円
安
に
よ
る
物
価
値
上
げ

や
高
い
消
費
税
に
、
高
齢
者
や
中
小
企
業

者
や
国
民
は
苦
し
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

今
や
第
一
次
安
倍
内
閣
発
足
当
時
の 

〝
弱
々
し
い
お
坊
ち
ゃ
ん
首
相
〟
の
姿

は
な
く
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦
犯
岸 

信
介
首
相
の
「
戦
争
好
き
の
孫
」
の
姿
し 

か
見
い
出
せ
ま
せ
ん
。 

               

 

だ
か
ら
こ
そ
次
の
参
議
院
選
挙
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
当
然
安
倍
首
相
は
、
衆 

院
選
で
の
圧
倒
的
な
勢
力
を
背
景
に
、
参

議
院
で
も
「
憲
法
改
正
発
議
」
に
必
要
な

３
分
の
２
の
議
席
確
保
を
目
指
し
て
き

ま
す
。 

民
主
党
は
政
権
を
手
放
し
た
以
降
、
今

も
国
民
か
ら
失
っ
た
信
頼
を
回
復
で
き

ず
、
今
回
の
衆
院
選
の
比
例
得
票
数
も
延 

ば
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議
員
は
、
こ
の

安
倍
政
権
に
人
一
倍
強
い
危
機
感
を
持

ち
、
「
絶
対
に
憲
法
９
条
を
改
悪
さ
せ
な

い
」
活
動
を
強
め
て
い
ま
す
。
私
達
Ｏ
Ｂ

会
員
も
こ
の
活
動
を
支
援
し
、
各
地
か
ら

闘
い
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 
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安倍自民党政権は、昨年 12 月 
突然衆院選を実施し、自・公の与党
が圧倒的に勝利しました。狂暴な政 
治にしっかり闘っていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔応募要領〕 
○の中に適当な文字を入れて下さい。 

 ヒントは、「ＯＢ会ニュース」をよく読 

んで、答えを見つけて下さい。 

 ハガキに答えと住所・氏名・ＯＢ会員番 

号を書いてご応募ください。 

 

＜宛て先＞ 〶 １５１‐８５１２ 

東京都渋谷区代々木２－２－６ 

ＪＲ新宿ビル 13ＦＪＲ東労組ＯＢ会 

 

＜賞品＞ 正解者の中から抽選で33名の 

皆さんに下記の賞品が当たります。 
 
 １  等  ３名 １万円のびゅう商品券 

 ２  等  ５名 ５千円のびゅう商品券 
 ３  等 10 名  3 千円のびゅう商品券 
 特別賞 15 名 1,000 円の図書券 

 
 

＜応募締切＞ 2015年1 月25日（消印有効） 

＜当選発表＞   次号 №211 号（2 月号） 

 新春ｸｲｽﾞ 
《 問 題 》 

 

戦争の出来る国づくりを

目指す安部政権は、衆議院で

❍❍❍❍発議に必要な３分

の２の議席を獲得しました。 
 

 

 

 

   

12
月
12
日
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
大
会
議
室

に
お
い
て
、
「
本
部
役
員
と
エ
ル
ダ
ー
組
合

員
（
Ｏ
Ｂ
会
員
）
と
の
意
見
交
換
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
「
意
見
交
換
会
」
に
は
本
部
よ
り
奥

山
副
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
と
、
各

地
本
か
ら
責
任
者
と
２
名
の
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
古
川
会
長
以
下
全

３
役
が
出
席
し
、
こ
こ
数
年
の
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
の
組
織
率
の
低
下
問
題
に
つ
い
て
問

題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
「
バ
ス
関

東
」
の
契
約
社
員
２
名
も
参
加
し
、
「
退
職

後
も
、
再
雇
用
さ
れ
た
社
員
は
組
合
員
継
続

で
き
る
よ
う
」
本
部
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
延
べ
16
名
が
発
言
し
、
本
部

側
か
ら
「
出
さ
れ
た
意
見
を
精
査
し
て
、
し

っ
か
り
取
り
組
み
を
強
化
す
る
」
ま
と
め
の

発
言
で
終
了
し
ま
し
た
。 

                    

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
意
見
交
換
会 

組
織
拡
大
に
向
け
活
発
な
議
論 

民
主
が
伸
び
悩
む
中 

総
連･

東
労
組
推
薦
候
補
が
奮
闘
！ 

＝ 

自
公
が
圧
勝
し
、
憲
法
９
条
に
危
機
が 

＝ 
 

        党派別当選者数 
政党名 当選者数 増減 小選挙区 比例 

自 民 
民 主 
維 新 
公 明 
共 産 
次世代 

生 活 
社 民 
改 革 
無所属 

290 
73 
41 
35 
21 
2 
2 
2 
0 
9 

-3 

+11 

-1 

+4 

+13 

-17 

-3 

±0 

±0 

-8 

222 
38 
11 
9 
1 
2 
2 
1 
― 
9 

68 
35 

30 

26 

20 

0 

0 

1 

0 

0 

       （追加公認は含まない） 

政党名 得票数 得票率 

自民 

民主 

維新 

公明 

共産 

次世代 

生活 

社民 

改革 

諸派 

17,658,916 

9,775,991 

8,382,699 

7,314,236 

6,062,962 

1,414,919 

1,028,721 

1,314,441 

16,597 

364,965 

33.10 

18.33 

15.72 

13.71 

11.37 

2.65 

1.93 

2.46 

0.03 

0.69 

 

政党別比例得票数 

伸
び
悩
み
の
中
で
〝
奮
闘
〟 

 

更
に
狂
暴
化
す
る
安
倍
政
権 

 

次
の
参
院
選
が
重
要
だ 



      

11
月
29
日
「
京
浜
東
北
・
根
岸
線
お

よ
び
横
浜
線
の
乗
務
員
基
地
再
編
成
」
を

巡
る
渦
中
に
あ
る
浦
和
車
掌
区
分
会
で
、 

一
年
前
か
ら
準
備
し
て
き
た
分
会
Ｏ
Ｂ

会
の
結
成
総
会
が
、
Ｏ
Ｂ
会
員
、
来
賓
20

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
総
会
に
は
、
本
田
本
部
Ｏ
Ｂ
会
事

務
局
次
長
、
橋
詰
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
も
お
祝

い
に
駆
け
つ
け
、
結
成
総
会
で
は
、
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
議
論
し
た
後
、
新
役
員

を
選
出
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
近
く
に
新
築
さ
れ
た
車
掌
区

庁
舎
を
見
学
し
た
後
、
懇
親
会
を
開
き
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
な
が
ら
現

役
時
代
の
思
い
出
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。 

              

 
     

 
 
 

    

 

衆
院
選
の
公
示
日
直
前
の
12
月
２
日
、

「
連
合
埼
玉
退
職
者
協
議
会
第
18
回
定
期

総
会
」
が
「
あ
け
ぼ
の
会
館
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
総
会
に
は
、
中
央
か
ら
も
阿
部
会
長

が
出
席
し
、
議
長
に
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地

本
Ｏ
Ｂ
会
の
大
谷
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
そ
の
総
会
で
、
初
め
て
地
方
退
職

者
組
織
の
会
長
に
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の

橋
詰
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
が
就
任
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
近
年
各
地
域
で

退
職
者
連
合
と
の
連
携
を
強
め
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
地
道
な
取
り
組
み
が
地
域
の
退
職

者
の
仲
間
た
ち
に
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

橋
詰
新
会
長
は
、
「
生
方
前
会
長
の
生
涯
組
合

員
で
活
動
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
味
深
い
言

葉
に
感
動
し
、
会
長
の
重
責 

を
担
う
決
意
を
し
た
と
語
っ 

て
い
ま
す
。 

             

   

東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、 

12
月
６
日
に
「
エ
ル
ダ
ー
会
」
と
共
催
で 

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。 

女
性
５
名
を
含
む
31
名
の
参
加
者
は
、 

世
知
辛
い
今
の
世
の
中
を
「
落
語
」
や 

「
漫
談
」
等
を
見
て
笑
い
飛
ば
し
ま
し
た
。   

日
本
の
伝
統
芸
能
を
堪
能
し 

た
後
は
、
懇
親
会
を
開
い
て
交
流 

を
深
め
ま
し
た
。
女
性
の
参
加
者 

か
ら
「
来
年
も
是
非
」
と
云
わ
れ 

た
幹
事
は
、
早
速
来
年
に
向
け
て 

飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。 

         

水
戸
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
10
月
26 

日
「
団
結
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」 

を
駅
南
子
供
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
14
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
は
、
鈴
木

地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
の
挨
拶
の
後
、
早
速
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
肴
に
盃
を
重
ね
、
最
近
の
健
康
状

態
や
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

最
後
に
前
野
支
部
Ｏ
Ｂ
会
長
が
、
会
員
の

拡
大
を
確
認
し
あ
っ
て
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を

三
唱
し
ま
し
た
。 

             

                            

 

  

来
賓
に
は
鈴
木
地
本
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
よ
り
戸
谷
副
会
長
と
本
田
事
務
局
次
長
、 

 

              

                                       

大
宮
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
が
今
回
紹 

介
す
る
有
名
人 

は
、「
田
中
正
造
」 

と
共
に
第
２
の
人
生
を
歩
む
小
林 

博
さ
ん
で
す
。 

小
林
さ
ん
は
昭
和

18
年
生
ま
れ 

で
現
在
71
歳
、
仲
間
内
で
は
「
昔 

は
イ
ン
テ
リ
風
の
二
枚
目
」
と
評
判 

だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

11
年
前
に
小
山
車
両
セ
ン
タ
ー
を 

退
職
し
た
後
は
、
地
域
で
「
Ｐ
Ｍ
Ｃ
」 

や
「
９
条
連
」
、
「
Ｏ
Ｂ
会
」
な
ど
の
活 

動
に
関
わ
っ
て
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し 

        

動
に
関
わ
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

特
に
終
生
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
問
題
に
力
を 

注
い
だ
「
田
中
正
造
」
に
関
す
る
活
動
に
は 

熱
心
で
、
地
域
で
交
流
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、 

   

「
田
中
正
造
研
修
」
で
訪
れ
る
人
達
に
ガ
イ
ド
役

を
買
っ
て
出
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
正
造
の 

生
き
様
を
伝
え
る
時
に
、｢

国
や
自
治
体
の 

言
う
言
葉
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
自
分
の
目
で 

判
断
し
よ
う｣

と
付
け
加
え
て
い
る
と
語
っ 

て
く
れ
ま
し
た
。 

   

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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活
動
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
子
供

の
頃
か
ら
自
宅
の
近
く
に
田
中
正
造
の
史
跡 

が
あ
っ
て
親
し
ん
で
い
た 

の
と
、
現
役
時
代
に 

「
Ｐ
Ｍ
Ｃ
」
で
学
ん
だ 

事
だ
そ
う
で
す
。 

「
自
慢
は
な
に
」
と 

聞
く
と
、
納
屋
を
改
造 

し
て
作
っ
た
「
書
庫
」
と
東
北
新
幹
線
開
業

時
に
作
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
「
分
会
組
織
」

と
、
ソ
～
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

（
足
利
市
在
住
・
小
林  

博
・
71
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

大宮地本ＯＢ会 

田

中

正

造

と

共

に

 

                  郡山支部ＯＢ会と郡山車両センター支 

部ＯＢ会は12月 3日、「国会見学とた 

しろかおると語る会」のバスツアーを行ないました。 

参加者は、会員・家族・知人・友人の総勢 41名。その 

内女性が8名でした。国会見学は何十年ぶりで、学生時代 

の修学旅行を思い出した参加者もいました。 

意見交換会では、たしろかおる参議院議員から、「解散は 

アベノミクスが争点」と報道されているが、真の狙いは「 

集団的自衛権の行使」、「徴兵制の導入」、「憲法改正」等で 

あり、安倍政権の暴走を許さない闘いであること等が話 

されました。 

参加者からは福島原発の風評被害、中間貯蔵施設の問題、 

日中問題などについて意見が出されました。たしろ議員か 

らは、福島原発の「復興」に取り組んでいくこと、日中問 

題（尖閣など）は外交努力で頑張る事等が話されました。 

車内では、佐藤郡山支部ＯＢ会長の、参加者を「眠らせ 

ない、飽きさせない」と、添乗員時代の経験を生かしたガ 

イドで楽しい旅となりました。参加者は、推薦候補を当選 

させて安倍政権の 

暴走を許さず、「 

たしろかおる」議 

員を応援すること 

を誓って散会しま 

した。 

 

 

 

 

   
 
 

12月2日高崎地本

Ｂ会は、衆院選公示日              ＯＢ会は、衆院選公 

                                      示日に会員・家族40 

                                      名で「たしろ議員と 

   共に！国会＆参院副議長公邸見学ツアー」を開催しました。 

本部ＯＢ会の出迎えの中、多くの家族が緊張しながらテレ

ビでしか見たことのない本会議場を見学した後、副議長室の

サロンでくつろぎ、天皇陛下の御休所、中央広場など戦前の

技術の高さと志に触れ、参議院議員会館に戻りました。 

意見交換会では、たしろ議員から「集団的自衛権行使容認

の閣議決定撤回」「川内原発再稼働反対」「米軍普天間基地の

辺野古移転問題」などの話があり、まるで参議院での代表質

問を聞いているようで迫力がありました。 

参加者からは、平和と脱原発に向けてしっかり闘って欲し

いなどの意見が出され、たしろ議員も「しっかり闘っていく」

と決意を述べ、ＯＢ・家族も支えていくことを確認しました。 

次に、たしろ議員と副議長公邸を訪ね、輿石副議長から「次

代を担う子供平和のために尽力する」決意を聞き、記念写

真を撮って終了しました。 
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会長 

平井 健男 

副会長 

宇津木 稔 

事務局長 

大谷 義男 

事務局次長 

大河原 健 

幹事 

鈴木   登 
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